
◆岩手日報社窓口

本社事業部で平日の午前�時～午後４時。

土・日・祝日は除く。

◆振り込み

▽ゆうちょ銀行・郵便局００１３０－８－６３５２８９

口座加入者名「日赤平成�年７月豪雨災害義

援金」

※受領証の発行を希望する場合は、通信欄に

「受領証希望」と記載のこと。

◆銀行振り込み

▽岩手銀行本店（普）２１３５５４７　

▽北日本銀行本店（普）７０２８４８７

▽東北銀行本店（普）３２３７４４８　

▽盛岡信用金庫本店（普）０３５４１４２

▽東北労働金庫盛岡支店（普）５８５８５８４

▽岩手県信連本所（普）００２７１９０

◆岩手日報社窓口

本社と二戸、花巻、北上、奥州各支局と一関

支社で。平日の午前�時～午後４時（土・

日・祝日は除く）。

※口座名は、岩手銀行は「（株）岩手日報社義

援金口」。他は「（株）岩手日報社」。同一銀行

からの振り込み手数料は無料（窓口取り扱

いのみ）。

◆岩手日報社窓口

本社事業部で平日の午前�時～午後４時。

土・日・祝日は除く。

◆振り込み

▽ゆうちょ銀行・郵便局００１９０－８－５１５００５

口座加入者名「日赤令和元年台風第�号災害

義援金」

※受領証の発行を希望する場合は、通信欄に

「受領証希望」と記載のこと。

題　字

山下文男さん

洋
野
町
大
野

大
野
中
１
年

繋

理
子
さ
ん

洋
野
町
で
開
か
れ
た
海
洋
教
育
こ
ど
も
サ
ミ
ッ

ト
で
、
三
陸
鉄
道
の
震

災
学
習
列
車
と
宮
古
市

田
老
の
学
ぶ
防
災
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
体
感
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
現
地

で
見
た
海
は
災
害
が
起
き
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

美
し
か
っ
た
が
、
津
波
が
田
老
観
光
ホ
テ
ル
を
襲

う
映
像
な
ど
を
見
て
、
災
害
が
発
生
し
た
ら
命
を

第
一
に
考
え
る
重
要
性
が
身
に
染
み
た
。
人
命
に

関
わ
る
被
害
を
再
び
出
さ
な
い
よ
う
、
ハ
ー
ド
面

や
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

▶�◀

ＰｗＣコンサルティング合同

会社常務執行役パートナー　

　野口 功一さん（�）

　ＰｗＣは東北復興支援を通

じて、本当に必要な支援とは

何なのか、東北の皆さんとと

もに考え続けてきた。東北の

地で皆さんと課題を見つけ、

協力しながら解決していくこ

とは、私たちにとっても大き

な学びの機会となっている。

復興から持続可能な地域づく

りへ向けて、今後も積極的な

活動を行っていく。

２０１３年�月 　コンサルティング

内に東北イノベーション推進室を

設置

�年７月 　なんでも会計相談・

経営相談を陸前高田市でスタート

�年７月 　対象市町村を拡大。

現在は大船渡市、住田町、釜石市、

大槌町、山田町、宮古市、岩泉町

でも各種相談を実施

�年３月 　支援先の商品を社員

ボランティアが社内で販売するイ

ベント「東北復興支援マルシェ」

を開催

釜石市で行われた「なんでも会計相談」。事業主

の相談に寄り添い、産業支援を進める＝７月１１日

「被災企業の成長に向けてさらなる支

援を続けたい」と語る梅木典子さん

　
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
弁
護
士
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ら
を
擁
す
る
「
Ｐ

ｗ
Ｃ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
グ
ル
ー
プ
」
（東

京
都
、
木
村
浩
一
郎
代
表
）
は
専
門

性
を
生
か
し
被
災
企
業
の
復
興
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
会
計
か
ら
税

務
、
経
営
全
般
と
各
種
相
談
に
無
償

で
当
た
る
な
ど
産
業
再
生
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。

本
県
で
は
、
公
認
会
計
士
を
派
遣

す
る
「
な
ん
で
も
会
計
相
談
」
と
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
「
な
ん
で
も

経
営
相
談
」
を
２
０
１
５
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
会
計
相
談
は
毎
年
７

～
９
月
に
計
�
人
を
派
遣
。
社
内
公

募
で
手
を
挙
げ
た
２
人
一
組
で
事
業

主
の
個
別
相
談
に
答
え
る
。
決
し
て

押
し
つ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
事
業

主
と
一
緒
に
現
状
を
見
直
し
、
日
々

の
収
支
管
理
の
方
法
か
ら
利
益
率
の

改
善
策
や
資
金
計
画
の
策
定
に
至
る

ま
で
専
門
的
な
観
点
か
ら
回
答
す

る
。

　
復
興
の
段
階
に
よ
っ
て
支
援
を
進

め
る
の
も
特
長
の
一
つ
。
会
計
相
談

で
経
営
基
盤
を
整
え
た
後
は
、
成
長

の
た
め
の
経
営
相
談
に
当
た
る
ほ

か
、
税
務
相
談
や
事
業
承
継
な
ど
の

課
題
に
も
対
応
す
る
。

　
今
年
ま
で
５
年
間
の
各
種
相
談
件

数
は
延
べ
１
１
２
件
に
上
る
。
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
活
動
）
を

担
当
す
る
森
下
幸
典
Ｐ
ｗ
Ｃ
　
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
合
同
会
社
常
務
執
行
役
（�
）

は
「
専
門
家
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ

り
資
金
計
画
や
今
後
の
経
営
に
必
要

な
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
で
、
事
業

者
か
ら
は
『
事
業
を
続
け
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
』
と
い
う
反

応
が
見
ら
れ
る
」
と
説
明
。
同
グ
ル

ー
プ
は
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
た
支
援
も
行
っ
て
お
り
「
今
後

も
事
業
主
に
寄
り
添
い
、
支
援
を
継

続
し
て
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
る
。

　
「
な
ん
で
も
会
計
相
談
」
を
担

当
す
る
Ｐ
ｗ
Ｃ
あ
ら
た
有
限
責
任

監
査
法
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
公
認
会

計
士
梅
木
典
子
さ
ん
（
�
）に
活
動

へ
の
思
い
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手
は
東
京
支
社
・
熊
谷
真

也
）

　
｜
事
業
の
意
義
と
狙
い
は
。

　
「
Ｐ
ｗ
Ｃ
は
組
織
の
存
在
意
義

（
パ
ー
パ
ス
）
と
し
て
『
社
会
に

お
け
る
信
頼
を
構
築
し
、
重
要
な

課
題
を
解
決
す
る
』
と
掲
げ
て
い

る
。
復
興
支
援
の
た
め
に
私
た
ち

の
ス
キ
ル
や
経
験
を
支
援
に
生
か

せ
る
と
考
え
た
」

　
「
人
材
育
成
面
で
も
大
切
な
取

り
組
み
。
世
の
た
め
に
ス
キ
ル
を

生
か
せ
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
、
仕

事
に
誇
り
を
感
じ
る
機
会
と
な

る
。
参
加
者
の
社
内
公
募
に
は
例

年
、
定
員
の
２
～
３
倍
の
応
募
が

あ
る
」

　
｜
事
業
主
の
反
応
は
。

　
「
親
身
に
な
っ
て
分
か
り
や
す

く
教
え
て
も
ら
え
た
、
課
題
が
数

値
に
な
っ
て
見
え
る
化
し
不
安
が

解
消
さ
れ
た
、
何
が
課
題
か
は
っ

き
り
し
て
安
心
し
た
と
い
う
声
が

多
い
」

｜
被
災
地
の
現
状
を
ど
う
捉

え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考

え
て
い
る
か
。

　
「
イ
ン
フ
ラ
が
か
な
り
整
備
さ

れ
た
一
方
、
人
口
減
少
が
進
む
。

そ
の
中
で
独
自
性
を
出
し
て
成
長

し
な
い
と
い
け
な
い
。
被
災
事
業

主
の
経
営
基
盤
が
よ
う
や
く
整
っ

て
き
た
の
で
、
さ
ら
な
る
成
長
に

向
け
経
営
指
導
な
ど
を
続
け
て
い

き
た
い
」

７

◆釜石無線局所属船

▼マグロはえ縄船

�欣栄丸　�回目操業中

�欣栄丸　操業中

�欣栄丸　�回目操業中

１２８欣栄丸　�回目操業中

１３８欣栄丸　操業中

１５１欣栄丸　操業中

１５８欣栄丸　操業中

�勝運丸　�回目操業中

１５１勝運丸　操業中

�清福丸　帰航中明日６日正午

ごろ清水入港予定

�清福丸　操業中

�清福丸　操業中

�新生丸　５日�時半気仙沼発

沖出し中

▼サンマ船

�欣栄丸　６時�銚子入港後�

時半発調査中

�欣栄丸　暮れより調査にかか

る

１０８欣栄丸　暮れより調査にかか

る

６新興丸　帰航中

陸前高田市のＮＰＯ法人高田松原を守る

会（鈴木善久理事長）は７日、同市高田町

の市コミュニティホールで、住民団体や企

業が高田松原を守り育てる活動を担う「ア

ダプト方式」の勉強会を開く。東日本大震

災からの松林再生は半世紀かかる見込みで

「みんなの力で松原を復活させよう」と参

加を呼び掛ける。

アダプトは養子縁組の意味で、住民団体

などが里親となり松林（養子）の育成や管

理を進める方式。勉強会では佐賀県唐津市

の日本三大松原の一つ「虹の松原」で、同

方式に取り組むＮＰＯ法人唐津環境防災推

進機構ＫＡＮＮＥ（かんね）の藤田和歌子

事務局長が講師を務め、仕組みや工夫する

点を紹介する。

守る会は２０１７～�年度に約８９００本の苗木

を植え、�年春に計約１万本の植樹を終え

る見込み。震災前のような海岸林の姿を取

り戻すには約�年かかる見通しだ。

勉強会は午後１時半開始。参加無料。問

い合わせは鈴木理事長（０９０・７３３４・４５３１）へ。

高
橋
達
也
所
長
（
左
）
に
台
風

見
舞
金
を
手
渡
す
小
坂
泰
起
所

長

小
野
寺
宏
和
台
風
災
害
復
旧
復

興
推
進
室
長
（
左
）
に
目
録
を

手
渡
す
三
野
禎
男
副
社
長

【
日
赤
県
支
部
】
岩
手
銀
行
本
店
（
普
）

０
５
０
０
４
４
５
（
日
本
赤
十
字
社
岩

手
県
支
部

支
部
長

達
増
拓
也
）

【
県
共
同
募
金
会
】
岩
手
銀
行
本
店

（
普
）
２
２
９
２
１
５
５
（
社
会
福
祉

法
人
岩
手
県
共
同
募
金
会

令
和
元
年

台
風
�
号
災
害
義
援
金

会
長

長
山

洋
）【

三
陸
鉄
道
】
岩
手
銀
行
宮
古
中
央

支
店
（
普
）
２
１
０
５
６
８
３
（
三
陸

鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
村
一
郎
）

【
宮
古
市
】
岩
手
銀
行
宮
古
中
央
支

店
（
普
）
２
１
８
７
６
５
１
（
宮
古
市

災
害
義
援
金
）

【
釜
石
市
】
岩
手
銀
行

釜
石
支
店

（
普
）
２
１
０
５
３
８
４
（
釜
石
市
台

風
災
害
義
援
金

釜
石
市
災
害
対
策
本

部
長

釜
石
市
長

野
田
武
則
）

【
久
慈
市
】
岩
手
銀
行
久
慈
中
央
支

店
（
普
）
２
１
１
３
３
６
７
（
久
慈
市

台
風
災
害
義
援
金

久
慈
市
長

遠
藤

譲
一
）

【
山
田
町
】
岩
手
銀
行
山
田
支
店
（
普
）

２
０
７
３
４
５
１
、
北
日
本
銀
行
山
田

支
店
（普
）
７
０
４
９
４
８
６
（
山
田
町

令
和
元
年
台
風
第
�
号
災
害
義
援
金
）

【岩
泉
町
】
岩
手
銀
行
岩
泉
支
店
（普
）

２
０
４
８
７
３
９
、
北
日
本
銀
行
岩
泉

支
店
（
普
）
７
０
３
８
１
０
５
（
岩
泉

町
令
和
元
年
台
風
第
�
号
災
害
義
援
金

岩
泉
町
長

中
居
健
一
）

【
田
野
畑
村
】
北
日
本
銀
行
岩
泉
支

店
（
普
）
７
０
３
８
２
８
８
（
田
野
畑

村
令
和
元
年
台
風
第
�
号
災
害
義
援
金

田
野
畑
村
長

石
原
弘
）

【
普
代
村
】
岩
手
銀
行
野
田
支
店
（
普
）

２
０
３
０
２
３
０
（
普
代
村
令
和
元

年
台
風
第
�
号
災
害
義
援
金

普
代
村

長

柾
屋
伸
夫
）

津
軽
石
漁
港

川
サ
ケ
漁
で
有
名
な
津
軽
石
川
河
口
に
近
い

宮
古
湾
最
奥
部
に
あ
り
、漁
港
区
域
は
海
岸
線
に
沿
っ
て
赤
前
、

小
堀
内
、
堀
内
と
広
範
囲
に
わ
た
る
。
湾
奥
部
は
波
が
静
か
な
た
め
カ

キ
の
養
殖
が
盛
ん
。
津
軽
石
川
河
口
付
近
の
津
軽
石
ふ
化
場
は
国
内
有

数
の
稚
魚
放
流
数
を
誇
る
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
は
養
殖
い
か
だ

が
全
壊
し
、
漁
船
や
施
設
の
多
く
が
破
壊
さ
れ
、
台
風
�
号
で
も
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。

津
軽
石
ふ
化
場
で
宮
古
水
産

高
３
年
生
が
下
網
な
ど
の
清
掃

作
業
に
励
む
。
稚
魚
放
流
開
始

か
ら
間
も
な
く
東
日
本
大
震
災

の
津
波
が
来
襲
し
、
前
年
秋
か

ら
の
努
力
は
水
泡
に
帰
し
た
。

サ
ケ
は
岩
手
の
漁
業
の
柱
。
懸

命
の
応
急
工
事
で
早
期
回
帰
群

の
サ
ケ
に
間
に
合
わ
せ
た
。
施

設
修
復
と
サ
ケ
採
捕
、
採
卵
を

同
時
に
進
め
、
活
気
あ
ふ
れ
る

未
来
の
ふ
化
場
を
思
い
描
く
。

（
第
�
回
、
２
０
１
１
年
９
月

�
日
掲
載
）

今
季
の
カ
キ
の
身
入
り
を
確
認

す
る
津
軽
石
牡
蠣
養
殖
組
合
産

直
部
会
の
メ
ン
バ
ー
。
震
災
や

台
風
被
害
に
負
け
ず
、
カ
キ
養

殖
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
図

る

「
漁
が
大
変
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
養
殖
業
が
踏
ん
張
ら
な

い
と
」
。
カ
キ
養
殖
が
盛
ん
な

宮
古
市
の
津
軽
石
漁
港
は
、
東

日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
、
度
重
な
る
台
風
被
害

も
受
け
た
。
漁
業
者
は
手
塩
に

か
け
た
カ
キ
の
魅
力
を
産
直
施

設
を
通
じ
て
発
信
し
、
復
興
や

地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
奮

闘
し
て
い
る
。

か

き

津
軽
石
牡
蠣
養
殖
組
合
産
直

部
会
（
山
根
幸
伸
代
表
、
８
経

営
体
）
は
震
災
後
、
産
直
施

設
「
う
み
の
ミ
ル
ク
」
を
立
ち

上
げ
、
今
季
も
�
月
�
日
か
ら

営
業
を
開
始
し
た
。
午
前
に
水

揚
げ
し
た
カ
キ
を
す
ぐ
に
殻

か
ら
外
し
、
午
後
に
は
店
頭
で

販
売
。
う
ま
味
が
詰
ま
っ
た
大

ぶ
り
の
カ
キ
を
求
め
、
八
戸
市

な
ど
県
外
か
ら
も
客
が
訪
れ

る
。宮

古
湾
産
の
カ
キ
は
、
多
く

が
豊
洲
市
場
に
出
荷
さ
れ
、
料

亭
な
ど
に
卸
さ
れ
る
人
気
商

品
。
全
て
首
都
圏
に
出
す
方
が

収
益
的
に
プ
ラ
ス
だ
が
「
古
里

の
人
々
に
も
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
こ
だ
わ
っ
た
。

２
０
１
６
年
の
台
風
�
号
で

は
、
大
量
の
真
水
が
湾
内
に
入

り
約
４
割
の
カ
キ
が
死
滅
。

台
風
�
号
で
は
出
荷
間
近
の
カ

キ
が
高
波
で
約
３
割
落
下
し

た
。同

部
会
の
山
根
光
子
さ
ん

（�
）は
「
カ
キ
や
ホ
タ
テ
、
シ

ュ
ウ
リ
ガ
イ
が
大
打
撃
を
受
け

た
が
、
商
品
を
求
め
る
常
連
客

か
ら
の
励
ま
し
に
勇
気
を
も
ら

っ
た
」
と
感
謝
す
る
。

震
災
復
興
へ
と
歩
ん
で
き
た

漁
業
は
主
要
魚
種
で
あ
る
サ
ケ

や
サ
ン
マ
の
不
漁
が
続
き
、
先

行
き
は
不
透
明
だ
。
山
根
代
表

（�
）は
「
災
害
や
困
難
に
負
け

ず
、
力
を
合
わ
せ
て
進
ん
で
い

く
し
か
な
い
。
養
殖
業
を
通
じ

て
地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

（
金
曜
日
に
掲
載
）

【
東
京
支
社
】
県
は
５
日
、

愛
媛
県
、
同
県
議
会
、香
川
県
、

高
知
県
、
京
都
府
議
会
か
ら
台

風
�
号
の
災
害
見
舞
金
を
受
け

取
っ
た
。

こ
の
う
ち
愛
媛
県
は
、
同
県

東
京
事
務
所
の
小
坂
泰
起
所
長

が
東
京
都
中
央
区
の
本
県
東
京

事
務
所
を
訪
れ
、
高
橋
達
也
所

長
に
県
の
見
舞
金
�
万
円
、
県

議
会
の
見
舞
金
�
万
円
の
目
録

を
手
渡
し
た
。

小
坂
所
長
は
「
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
と
被
災
者
の
生

活
の
安
定
を
お
祈
り
す
る
」
と

願
い
、
高
橋
所
長
は
「
被
災
地

の
復
興
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
し
た
。

同
日
は
香
川
、
高
知
両
県
が

�
万
円
、
京
都
府
議
会
が
�
万

円
の
見
舞
金
を
県
東
京
事
務
所

へ
届
け
た
。

日
立
造
船
も
義
援
金

日
立
造
船
（
大
阪
市
、
谷
所

敬
会
長
兼
社
長
）
は
５
日
、
台

風
�
号
の
被
災
地
支
援
の
た

め
、
県
に
義
援
金
�
万
円
を
贈

っ
た
。

同
社
の
三
野
禎
男
副
社
長
ら

３
人
が
県
庁
を
訪
問
。
三
野
副

社
長
は
「
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
。
一
日
で
も
早
い

復
旧
復
興
の
た
め
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
、
小
野
寺
宏
和
台
風

災
害
復
旧
復
興
推
進
室
長
に
目

録
を
手
渡
し
た
。

日
立
造
船
グ
ル
ー
プ
は
、
台

風
�
号
と
台
風
�
号
の
被
災
地

に
計
約
１
３
０
０
万
円
を
寄
付

し
て
い
る
。

（第３種郵便物認可） � � � � ２０１９年（令和元年）１２月６日（金曜日）特 集（２１）

Ｔｈｕ　Ｄｅｃ　 ５　２２：０５：４４　２０１９ 媒体Ｓ 特集０１ １版 ２０１９／１２／６ Ｔ１ＳＩＷＴＰＣ１ＷＭＴ００２

２１

＠ブランケット組面降版

アノテーション=正常終了！

特集０１


